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令和７年度 第２回岐阜県スマート農業推進協議会 議事要旨 

 

１ 開催日時：令和８年３月２３日（月） １４：４５～１５：４０ 

 

２ 開催場所：岐阜県庁 ２０階 ２００３・２００４会議室 

 

３ 出席者：別添「出席者名簿」のとおり 

 

４ 内容 

（１） 令和７年度のスマート農業の取組状況について 

 

＜事務局から説明＞ 

 

【主な質疑・意見等】 

嶋津委員 最新技術の開発で令和８年度までに８つの目標となっており、現

在５つであるが、達成の見込みはあるか。 

(事務局) 例えば夏秋トマトの果実サイズの予測という課題では、産地での

試験も進んでおり実現は近いと考えている。 

嶋津委員 事務的な話であるが、目標項目⑤の新たな栽培支援技術開発とし

て、畜産の受精や疾病予防可能とする牛用ヘルスケア装置の開発

にも取組むのであれば、タイトルの“栽培支援”という表現は検

討された方が良い。 

山口委員 セミナーや研修会について、参加者からのフィードバックを収集

されているのか。 

(事務局) 研修会やセミナーではアンケートを取っており、次回以降の開催

に生かしている。 

山田委員 開発された技術はどの様に周知されているか。 

(事務局) 普及指導員に対しては、普及カードというものを作成して配布し

ている。また、報道機関にお知らせし、マスメディアを通じて農

業者や県民の方にお知らせしている。 

山田委員 スマート農業機器・機械等の導入支援について、要望に対してど

のぐらい支援ができているか。 

(事務局) 令和７年度に関しては、50 件以上の要望に対し、支援ができたの

は半数程度であった。 

山口委員 研修会やセミナーなどオンラインやオンデマンド動画として見ら

れる様にしてはどうか。 

(事務局) 過去の研修会やセミナー、貸出機器の紹介などの動画は YouTube

チャンネルに掲載していたが、再生回数がなかなか伸びていない



 

 

状況であり、検討が必要と考えている。 

松下委員 貸出事業について、スマートグラスの実績が 0 件となっている

が、スマートグラスは、ソフトウェアとの組み合わせないと意味

がないのでは。 

(事務局) スマートグラスについては、遠隔指導が可能なソフトも契約をし

ているが、大きな事業所等での利用想定であり、利用が低調とな

っている。 

山口委員 最近では、スマートグラスを計測に使い、AI との組み合わせ活用

する事例が増えているため、遠隔指導意外の活用を検討されては

どうか。 

(事務局) 試験場に１台貸出し、有効活用できないか検討を進めている。 

中島委員 貸出事業について、リモコン式草刈機のプロポの故障で長期貸出

が出来ないという話を聞いたがその対策はどうか。 

(事務局) 今年度の故障はプロポではなく、草刈部分の故障であった。草刈

機に限らず、経年劣化により故障が増えている状況である。機器

更新も含めて貸出事業をどうするのか検討が必要と考えている。 

 

 

（２） 令和８年度のスマート農業推進施策について 

 

＜事務局から説明＞ 

 

【主な質疑・意見等】 

小竹委員 データ活用イノベーション推進事業の成果目標の「単収の向上、

販売額の増加、生産コストの縮減に取り組むこと」とあるが労働

力削減イコール生産コストの縮減という考えか。 

(事務局) その通りである。 

嶋津委員 アグリパーク構想について、最終的には県全体にできるようなイ

メージであるが、整備する拠点はこのスマート農業推進センター

のみということか。 

(事務局) あくまで栽培技術の拠点と考えている。指導者に小規模多品目の

栽培を学んでもらい、それぞれの地域で広げていくことを想定し

ている。 

嶋津委員 令和８年度、実際にここで作業する人は決まっているのか。 

(事務局) ほ場の整備が夏以降までかかるため、作付けは秋冬野菜からにな

る。管理者は、今後募集する予定である。 

林委員 少量多品目というと中山間の方が相性いいと感じるが、スマート



 

 

農業推進センターに設置した理由は。 

(事務局) スマート農業推進センターの活用という面、また、小規模で使え

るスマート農業技術も PRできるという点で選定した。 

野田委員 当協議会の位置づけは、ぎふ農業活性化基本計画の目標指標であ

るこの生産方式革新実施計画の認定者数１５件を目指すというこ

とでよいか。また、その１５件は品目や地域などの想定はあるの

か。 

(事務局) ぎふ農業活性化基本計画の目的の根幹は、農家人口の減少への対

応があり、生産方式革新実施計画の、「スマート農業技術と新し

い栽培方式を組み合わせ、省人化を目指す」という方向性が一致

していることから、目標に設定した。なお、１５件については、

本制度が国の認定制度でもあることから、国の目標と整合したも

のとしている。 

 

 

（３） スマート農業推進協議会設置要綱の改正について 

 

＜事務局から説明＞ 

 

【主な質疑・意見等】 

  質疑・意見なし。 


